
自
立
に
向
け
た
三
つ
の
挑
戦

状
況
に
即
応
し
た
足
腰
の
強
い

自
治
体
づ
く
り

現
在
、
策
定
中
の
「
雲
南
市
総

合
計
画
」
に
よ
り
、
①
広
域
行
政

へ
の
対
応
、
②
高
速
道
路
時
代
へ

の
対
応
、
③
高
齢
化
と
少
子
化
へ

の
対
応
、
④
国
際
化
・
情
報
化
へ

の
対
応
、
⑤
環
境
保
全
へ
の
対
応
、

⑥
教
育
問
題
へ
の
対
応
、
⑦
健
康

へ
の
対
応
を
明
確
に
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
市
民
、
事
業
者
、

行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
ら

か
に
し
、
相
互
理
解
の
も
と
で
役

割
を
分
担
し
な
が
ら
、
知
恵
を
出

平
成
18
年
度
は
、「
雲
南
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
く
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改

革
を
す
す
め
、
状
況
に
即
応
し
た
足
腰
の
強
い
自
治
体
づ
く
り
の
実
践
と
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
し
て
い
き
ま
す
。

3
月
6
日
か
ら
24
日
ま
で
開
か
れ
た
平
成
18
年
雲
南
市
3
月
定
例
議
会
で
、
冒
頭
、

速
水
雄
一
市
長
は
次
の
と
お
り
所
信
表
明
し
ま
し
た
（
要
旨
）。し

合
い
、
総
力
を
結
集
し
て
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
様
よ
り
雲

南
市
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
や
観

光
資
源
を
磨
き
上
げ
、
新
た
な
交

流
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
と
い
う

提
案
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
具
体
化
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
が
国
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
解
決
の
提
案
を
私

た
ち
の
地
域
か
ら
こ
そ
、
発
信
し

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
私

た
ち
が
こ
の
豊
か
な
地
域
を
誇
り

に
思
う
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
魅

力
を
市
民
み
ん
な
で
磨
き
上
げ
る

こ
と
、
さ
ら
に
全
国
に
発
信
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
固
く
信
じ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

不
断
の
改
革

平
成
17
年
度
を
改
革
元
年
と
位

置
付
け
、
全
庁
を
挙
げ
て
行
財
政

改
革
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
改
革
の
基
本

的
な
考
え
方
を
「
行
財
政
改
革
基

本
方
針
」
と
し
て
ま
と
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
・
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
、
第
三
セ
ク
タ

ー
等
の
見
直
し
、
今
後
の
行
政
組

織
機
構
の
あ
り
方
の
検
討
、
さ
ら

に
は
職
員
給
与
の
削
減
な
ど
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
の
推
進
に
取
り
組
む
決
意
で

あ
り
ま
す
。

◆
地
域
委
員
会
に
つ
い
て

地
域
委
員
会
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
向
け
た
議
論
が
精
力

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
平
成
18
年

度
は
、
特
に
地
域
計
画
の
実
践
に

向
け
て
地
域
自
主
組
織
や
総
合
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
た
取
組
み
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◆
地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

地
域
振
興
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
１
月
末
現
在
、
市

民
活
動
団
体
か
ら
申
請
を
受
け
た

約
120
事
業
を
承
認
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
も
事
業
の
成
果
や

反
省
点
を
報
告
す
る
活
動
報
告
会

な
ど
を
開
催
し
、
活
動
の
周
知
と

さ
ら
な
る
活
動
の
充
実
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
自
主
組
織
に
つ
い
て

地
域
自
主
組
織
は
、
市
内
で
44

区
域
で
の
設
立
を
想
定
し
て
お
り
、

２
月
末
現
在
で
22
組
織
が
立
ち
上

が
り
、
15
の
準
備
組
織
で
設
立
に

向
け
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
つ
い
て

雲
南
市
の
都
市
計
画
区
域
を
再

編
す
る
計
画
案
の
検
討
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
」、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
」、「
出
雲
大
東
駅
周
辺
整
備

事
業
」、「
大
木
原
土
地
区
画
整
理

事
業
」
に
つ
い
て
継
続
事
業
を
中

心
に
事
業
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
財
政
状
況
が
窮
迫
し
て

い
る
折
か
ら
事
業
内
容
の
大
幅
な

見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
環
境
対
策
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
「
雲
南
市
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
雲
南

市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

を
策
定
す
る
ほ
か
、「
生
ご
み
処

理
容
器
購
入
費
補
助
金
」、「
ご
み

集
積
施
設
整
備
費
補
助
金
」、「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
事
業
補
助

金
」
な
ど
も
実
施
し
ま
す
。

意
事
業
を
行
う
ほ
か
、
雲
南
地
域

の
実
情
を
勘
案
し
、
小
規
模
多
機

能
居
宅
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
審
査
会

を
奥
出
雲
町
、
飯
南
町
と
と
も
に

共
同
設
置
し
、
障
害
者
程
度
区
分

に
よ
り
支
給
決
定
を
行
う
ほ
か
、

４
月
か
ら
は
精
神
障
害
者
通
院
医

療
費
に
つ
い
て
も
助
成
し
、
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

市
民
が
主
役
の
自
治
の
ま
ち

◆
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

「
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん

な
ん
」
は
、
事
務
所
を
三
刀
屋
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
場

所
に
設
置
し
、「
よ
し
だ
福
祉
会
」

に
運
営
委
託
す
る
こ
と
と
し
、
各

種
事
業
を
全
市
で
展
開
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
と
の
連
携
や
子

供
へ
の
取
り
組
み
を
主
体
に
、
市

民
の
皆
様
が
生
涯
現
役
で
過
ご
す

こ
と
を
目
指
し
、
横
断
的
、
統
一

的
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

◆
福
祉
施
策
に
つ
い
て

市
の
保
健
福
祉
施
策
推
進
の
基

本
と
な
る
「
総
合
保
健
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
ほ
か
、
４
月
よ
り
乳

幼
児
等
医
療
費
の
独
自
助
成
の
実

施
、
児
童
手
当
支
給
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
な
ど
に
よ
り
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
予
防
重
視
型

へ
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、「
高
齢

者
の
生
活
機
能
の
低
下
防
止
策
」

を
強
化
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い

て
保
健
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
設
置
し
、
介
護
予
防
事
業
を

は
じ
め
、
包
括
的
支
援
事
業
、
任

誰
も
が
健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら
す
ま
ち

◆
定
住
対
策
に
つ
い
て

平
成
19
年
度
に
発
足
を
目
指
し

て
い
ま
す
「
雲
南
市
ふ
る
さ
と
会
」

会
員
な
ど
を
対
象
に
、
様
々
な
情

報
を
提
供
し
、
田
舎
暮
ら
し
の
良

さ
を
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
公
共
交
通
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
に
「
市
民
バ
ス
交

通
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
18
年

度
よ
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
運

行
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
木
次
線
の
利
用

促
進
な
ど
を
含
め
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
を
総
合
的
に
見
直
し
て
い

き
ま
す
。

◆
尾
原
ダ
ム
・
中
国
横
断
自
動
車

道
尾
道
松
江
線
建
設
事
業

尾
原
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
18
年
度
の
早
い
時

期
に
ダ
ム
本
体
工
事
に
着
工
す
る

運
び
と
伺
っ
て
お
り
、
平
成
22
年

度
の
完
成
に
向
け
て
事
業
は
順
調

に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
「
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム

整
備
計
画
」
の
具
体
化
に
向
け
た

協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
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線
に
係
る
道
路
予
算
に
つ
い
て

は
、
そ
の
必
要
額
が
確
保
さ
れ
、

吉
田
掛
合
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
県
境
間
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

用
地
買
収
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
関
係
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
し
ま
す
。

◆
一
般
国
道
54
号
に
つ
い
て

一
般
国
道
54
号
の
三
刀
屋
ト
ン

ネ
ル
は
、
広
島
方
面
へ
の
上
り
車

線
専
用
の
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
し
、

現
在
の
ト
ン
ネ
ル
は
歩
道
と
松
江

方
面
へ
の
１
車
線
の
車
道
が
整
備

さ
れ
る
計
画
で
す
。

三
刀
屋
４
車
線
拡
幅
事
業
は
、

市
道
改
良
な
ど
と
調
整
し
な
が
ら

事
業
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

快
適
生
活
の
た
め
の
機
能
と

自
然
あ
ふ
れ
る
生
活
空
間
が
共
生
す
る
ま
ち

◆
学
校
教
育
に
つ
い
て

学
社
融
合
・
連
携
を
目
指
し
、

市
内
中
学
校
へ
学
校
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
（
教
育
委
員
会
職
員
）

を
配
置
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
各
小

学
校
を
統
括
し
な
が
ら
、
地
域
に

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
は
、
英
語

活
動
事
業
を
市
内
小
学
校
へ
拡
大

ふ
る
さ
と
を
愛
し
豊
か
な
心
を
育
む

教
育
と
文
化
の
ま
ち

生
命
と
神
話
が
息
づ
く
　新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

い

の

ち
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